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〜病院理念〜  
博愛の精神をもって医療に携わり、地域住⺠の健康な⽣活の維持、向上に尽くします。 
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■ 哲翁病院百年史 〜地域と先達に⽀えられ〜 
当院は今年で創立 108 年となりました。本誌では、創立 100 周年を記念して発行された「哲翁

病院百年史 ～地域と先達に支えられ～」の内容を連載でご紹介しています。今回はその第 3 回と

なります。 

※過去の内容は、当院ホームページの「広報誌はくあい vol8 及び vol9」よりご覧いただけます。 

 

【 産婆・看護学校設立 】 

当時、産婆や看護婦を養成する学校は島原半島にはなく、近くても長崎市内であった。そこで昭

和二年、産婆・看護学校を設立した。定員二十名、修行年限一年で産婆学と看護学を習得させ、

県の検定を受ける資格を受得させた。 

 

哲翁元邦が校長、講師は哲翁鉄治、たまよのほか口之津の宮野文夫先生、浅野博先生、加津佐の

山崎重長先生、昭和十六年から元邦の長女すみ子が加わった。生徒のほとんどは各講師の自宅に

住み込み寝食をともにし、出身地は、島原半島はもとより、天草、熊本県山鹿まで及んでいた。 

 

課程を修了すると県による認定試験を受け、看護婦、産婆として巣立って行った。鉄治、たまよ

は熱心に卒業予定者に受験指導を行い、合格の報を嬉しそうに聴いていたという。 

 

卒業時は記念品として胎児心音を聴取するためのトラウベ型聴診器が贈られていた。 

 

東京女子医大百周年記念式典が、天皇皇后両陛下御臨席の下に行われ、卒業生の中で十五名の著

名な女医という企画があり、その中に看護婦・産婆学校設立、運営その他の功績によりたまよが

選ばれた。 

その紹介のパネルを現皇后様が熱心にお読みになっていたのを、招待を受け同席していた次女の

富士子、孫のたまきが拝見し感激したという。※上皇后美智子様 

 

元邦の長女すみ子は東京女子医専を卒業後昭和十一年から横浜済生会病院産婦人科で研鑽を積

み、昭和十六年に口之津へ戻り、医師として、又産婆・看護学校の教師としても働いた。すみ子

は”若先生”、たまよは”おえ先生”と患者から呼ばれていた。 

 

当時は海上輸送が発達しており、対岸の大屋地区への往診は小船を使い、一方早崎地区への往診

は人力車か徒歩であった。 

 

昭和十七年にはすみ子の妹、もと子が薬剤師として病院スタッフの一員となった。戦時中は薬剤

の不足から配給制となり、鉄治ともと子で医師会員へ配布する薬の振り分けを行いかなりの労力

を要したようである。 

 

戦火も激しさを増し、口之津港には駆逐艦が停泊し、機銃掃射が連日のように行われ、生徒の安

全確保が困難となった昭和二十年、産婆・看護学校は閉鎖のやむなきに至った。 

次号へつづく 

背景画像：病院看護婦（昭和 11 年頃） 

※ 
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■ 令和 3 年度第 1 回医療安全研修会を行いました。 

令和 3 年度第 1 回医療安全研修会を、9 月 14 日、9 月 16 日、10 月 8 日の日程で開催いたし

ました。今回はリスクマネジメント部会でここ数年取り組んでいる「なぜなぜ分析」について研修

を行いました。 

昨今のコロナ禍で人が集まる研修は避けてきましたが、グループワークを行ったほうが理解しやす

いのではないかとの意見がありましたので、日程を増やすことにより密になることを避け、感染対

策を行ったうえでの開催となりました。 

今回学んだ「なぜなぜ分析」を行うことにより、インシデント・アクシデントの原因の把握を行い、

それに対する対策を立案・実践することにより再発防止できるよう努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 
 
 

■ 令和 3 年度看護補助者研修会を行いました。 

令和３年度看護補助者研修会を、１０月７日、10 月２１日に開催いたしました。 

 

1.医療制度の概要及び病院の機能と組織 

2.医療チーム及び看護チームの一員としての看護補助者業務の理解 

3.守秘義務、個人情報の保護 

4.看護補助者業務を遂行するための基礎的な知識・技術 

5.日常生活にかかわる業務について 

 

という厚生労働省からの指示に従った内容で行いました。 

4・5 について今年度は、食事介助についてのポジショニング、トロミのつけ方などの実習を行い

ました。 

実際に、トロミのついた水を介助で摂取してみると、思ったより薄いトロミのほうが誤嚥しにくい

ことが分かった、正しいポジショニングが誤嚥のリスクを減少させるということが理解できたなど

の感想がありました。 
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～今回は『個別アプローチ』 

について～ 

 

利用者様 1 人 1 人にあった訓練を

考え、取り組んでいます。 

徒手療法を中心に、自主訓練の 

アドバイスやマシントレーニングも

提供しています。 

お気軽に見学にお越しください！ 

■ リハビリテーション科より 〜作業療法室の様⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通 所 リ ハ リ ビ 
Part３ 

介 紹 

9～11 月は『みかんの木』、『コスモス』、『もみじ』を入院患者様と一緒に作成しました。みなさん楽しんで

取り組まれていました。『博愛』の看板も作ったのでリハビリ室に見に来てくださいね！ 

次号に続く 

徒手療法 

歩行訓練 
自宅での 

自主訓練指導 
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徘徊者と思われる方に 

どのように声をかける

のか？ 

こ ど も 達 も 勇 気 を 出 し

て！！！ 

仲間と一緒に声をかけてみ

る？ 

こども達、警察官に連絡できた。 

あとは、警察官に任せれば大丈

夫！ 

よく頑張ったぞ。 

徘徊者役：吉野 

■ 認知症高齢者徘徊模擬訓練に参加しました。 

令和 3 年 11 月 6 日（土）に、加津佐町にて南島原市社会福祉協議会主催の「認知症高齢者徘徊

模擬訓練」に作業療法士：吉野、理学療法士：久保田、作業療法士：荒木で参加しました。あいに

くの雨で、屋外で行う予定を半分屋内に変更しての開催でしたが、小学生から警察官、たくさんの

地域の方々が参加され、声のかけ方、対応の仕方、連絡の方法などを確認しながらの訓練でした。

徘徊者を演じていた吉野も参加者皆さんの真剣さに驚いていました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 家族介護教室を開催しました。 

令和 3 年 11 月 13 日（土）に、口之津港ターミナル 多目的室にて 2 年ぶりに家族介護教室を

開催しました。今回のテーマは『家で介護を楽にするコツ』でした。 

教室では、講話と福祉用具の正しい使い方を体験してもらいました。ベッドや車いすだけでなく、

手すりや歩行器などを利用してできるだけ『楽』に介護を行う方法をご紹介させていただきました。

参加者の皆様は最新のポータブルトイレなどに関心が高く、介護用リフトの体験も行い、充実した

教室だったとの意見を多く頂きました。 

 

 

 

 

 

 

「講 話」        「玄関周囲」         「トイレ関連」 

 

 

 

 

 

 

「移動道具」       「ベッド関連」          「リフト」 
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■ 写真展が開催されています。 

現在、当院のお隣にあります「特別養護老人ホーム 玉成園」にて、写真展が開催されています。

院長をはじめとする、当院スタッフが撮影した作品を展示させていただいておりますので、お気軽

に足をお運びください。 

場所：特別養護老人ホーム 玉成園 1 階ロビー 

期間：令和 3 年 11 月 20 日～12 月 21 日 

※お越し頂きましたら、玉成園の受付にお声かけください。 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク・手指消毒・検温のご協力をお願いいたします。 

 

■ 家族介護教室のお知らせ。 

令和 4 年 1 月に、みわ歯科の中尾先生と当院管理栄養士の山本による「口腔機能、えん下、栄養

について」のお話を企画しております！ 

日時は未定ですが、詳細が決まり次第当院ホームページ・院内ポスターでお知らせいたします。 

場所は口之津港ターミナル２階多目的ホールの予定です。皆様お気軽にご参加ください。 

 

■ 『無料送迎 加津佐便』をはじめます。 

この度、令和 4 年 1 月 14 日（金）より「無料送迎 加津佐便」をはじめます。 

毎週金曜日、土曜日に運行予定です。 

詳細は後日、院内へ掲示いたします。ぜひご利用ください。 

 

■ 求人案内  

当院のスタッフとして一緒に働きませんか。 

現在、哲翁病院では下記の職種を募集しています。 

 

 

 

 

 

 

詳細は２次元バーコードより当院のホームページで確認、または下記電話番号まで直接お問い合わ

せいただいても結構です。 

ご応募お待ちしております。 

【お問い合せ先】 

哲翁病院 総務課 

0957-86-3226 

◎ 看護師    ◎ 理学療法士   ◎ 管理栄養士  

◎ 准看護師   ◎ 作業療法士   ◎ 調理員 

◎ 言語聴覚士  ◎ 受付および医療事務 

※ こちらの 2 次元バーコードをスマート

フォン等でスキャンしますと、当院求人

ページにアクセスすることができます。 



 
 
 
 
 

＜材料＞２人分 

白身魚（切身 7０ｇ）２切 

醤油    小さじ２ 

酒     大さじ 1/2 

生姜汁   小さじ 1/2 
小麦粉   大さじ１杯半 

人参        20ｇ 

深ねぎ       20ｇ 

しめじ       30ｇ 

えのきだけ     30ｇ 

みつば        5ｇ 

グリンピース    10ｇ 

砂糖    大さじ 1/2 

醤油    小さじ 1/2 

塩     小さじ 1/4 

出し汁   大さじ４ 

片栗粉       小さじ１ 

酢         大さじ１弱 

生姜汁（仕上げ用） 小さじ 1/3 

＜作り方＞ 

① 魚にAの調味料で下味をつ

け、20～３０分おく。 

② みつばは、3～４㎝長さに

切り茹でる。その他の野菜

はせん切りにしておく。 

③ ①の魚に小麦粉をまぶし、

きつね色になるまで油で揚

げる。 

④ B の調味料を煮立てみつば

以外の野菜を加えしんなり

したら水溶き片栗粉でとろ

みをつける。最後に酢と生

姜汁を加えすぐに火を止め

る。 

⑤ ③を器に盛り付け④のあん

をかけ、茹でたみつばをの

せ仕上げる。 

＜1 人分の栄養価＞ 
エネルギー 214kcal  

タンパク質 14.0g  

脂質    10.6ｇ 

食物繊維   2.1ｇ 

食塩相当量  1.4g 

揚魚の和風あんかけ 

A 

B
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2021.4.1～

診療科 月 火 水 木 金 土

内科・消化器内科 哲翁　和博 哲翁　和博 哲翁　和博 哲翁　和博 哲翁　和博 哲翁　和博

神経内科 哲翁　直子 哲翁　直子 哲翁　直子 哲翁　直子 哲翁　直子

外科・内科

山本　正幸
（11時まで）

副島 真一郎
（12時より/月2回）

山本　正幸

副島 真一郎

山本　正幸
（11時まで）

副島 真一郎

山本　正幸

副島 真一郎

山本　正幸

副島 真一郎
副島 真一郎

産科・婦人科 哲翁　正博 哲翁　正博 哲翁　正博
哲翁　富士子
（哲翁　正博）

哲翁　正博 哲翁　正博

消化器内科 長崎大学医師 福岡大学医師 山﨑　一朋 福岡大学医師 福岡大学医師

長崎大学医師
（神経内科）
（第２水曜）

長崎大学医師
（内分泌・
代謝内科）

諫早総合医師
（循環器内科　1回/月）

（皮膚科　1回/月）

糖尿病内科 哲翁　たまき（1回/月）

内科・消化器内科 哲翁　和博 哲翁　和博 哲翁　和博 哲翁　和博

外科・内科 副島 真一郎
山本　正幸

副島 真一郎

山本　正幸

副島 真一郎

山本　正幸

副島 真一郎

産科・婦人科 哲翁　正博 哲翁　正博
哲翁　富士子
（哲翁　正博）

哲翁　正博

消化器内科 長崎大学医師 福岡大学医師 福岡大学医師

長崎大学医師
（神経内科）
（第４土曜）

内科 長崎大学医師
九州大学医師

（２回/月）

整形外科
長崎大学医師

（２回/月）

訪問 哲翁　直子 哲翁　直子 哲翁　直子 哲翁　直子

※日曜日と祝日は休診です。
※学会等の諸都合で変更になる場合があります。
※当院は予約制になっています。（産科・婦人科は除く）
※2016年6月から諸般の事情により産科・分娩取り扱いを休止しております。
　なお、婦人科外来、婦人科健診につきましては今まで通り行っております。

発行日：令和3年11月29日 哲翁病院　広報委員会

哲翁病院外来担当医一覧表

午前

午後
午後休診

午後休診

午前 9:00～12：30（受付　11：30まで）   /　午後 15：00～17：30（受付 17：00まで）

医療法人 博愛会 哲翁病院

住所：南島原市口之津町甲１１８１番地

TEL：０９５７－８６－３２２６ ／ FAX：０９５７－８６－３２２７

※こちらの2次元バーコードを

スマートフォン等でスキャンし

ますと、当院ホームページにア

クセスすることができます。

↓


